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団体所在地 尾道市木ノ庄町木梨 696 

団体の名称 尾道市立木ノ庄東幼稚園 
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１ 活動報告 

 

【４月～６月】(春季)               【７月～９月】(夏季) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【１０月～１２月】(秋季)            【１月～３月】(冬季) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（活動内容）・箇条書きで実施した内容を羅列 

・春探し、桜の散歩、生け花 

・春のレストラン 

・サクランボ狩り 

・田植え体験 

・夏野菜の苗植え 

・ダンゴムシ探し、いきもの研究所 

・芋の苗植え 

（活動内容）・箇条書きで実施した内容を羅列 

・夏野菜の栽培 

・八百屋さん 

・カマキリのおうち 

・発見、クイズあそび 

・どろんこチャンピオン 

・クワガタ迷路 

・夏の研究所（ゲンゴロウ） 

（活動内容）・箇条書きで実施した内容を羅列 

・稲刈り ・どんぐり転がし 

・色水ジュース、木の実のケーキ作り 

・きのこの森探検 

・きのこ博物館、きのこマンランド 

・芋ほり、焼き芋大会 

・あきのみち（落ち葉の小道） 

・ツタのリース作り 

（活動内容）・箇条書きで実施した内容を羅列 

・ヒヤシンスの水栽培 

・冬野菜 

・化石の発掘 

・氷レストラン 

・タラヨウのお手紙 

・雪あつめ、雪合戦 



活動報告（詳細） 

 

１シーズンにつき最も印象的だった活動のエピソード１つご記入してください。 

エピソードは、活動プロセス、保育者の関わり、子どもの育ちの見取りを端的にお願いします。 

写真は基本 1枚です。 

 

【４月～６月】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【７月～９月】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（写真） 

 

 

（エピソード記述） 

年中児が、園庭に咲いている菜の花やナデシコな

どの春の草花を使ってオアシスにさし、生け花遊び

を楽しんだ。花の美しさや綺麗さを感じながら、自

分なりにイメージをし、色や配置など考えながら生

ける姿があった。 

数日後、年中児の遊ぶ様子を何度か見ていた年少

児が遊びはじめた。「おかあさんにあげたい」「家に

飾るんだ」と言いながら、毎日のように生け花遊び

を楽しんだ。遊んでいくうちに、ほしい花を園庭か

ら探して摘む姿もみられるようになった。 

（エピソード記述） 

昨年度に設置した粘土場は、子どもたちの遊び場

として定着し、造形遊びや粘り気をいかしたおにぎ

り屋さん、お寿司屋さんなどの遊びが継続的に盛り

上がった。夏は全力で自己解放できるように『どろ

んこにんげん』や『どろんこステージ』の遊びを投

げかけて、感触を全身で味わったり粘土の性質を楽

しんだりできるよう見守っていった。 

どろんこチャンピオンを決めようと遊んだ日に

は、粘土場の表面をぬるぬるにして泳ぎながら全身

に塗りたくり、粘土で作った帽子を頭にかぶって、

文字通り頭からつま先まで泥だらけになって楽し

む姿が見られた。 

（写真） 

 



 

【１０月～１２月】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【１月～３月】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（エピソード記述） 

 給食中に「きのこが嫌い」「なんで嫌いなの？」「僕

がやっつけてあげようか」と言う会話があり、きの

こマンになって鬼ごっこをする遊びが始まった。日

に日にきのこへの関心が深まり、ホームセンターで

栽培セットを買って育てたり、きのこの図鑑を友達

と見て種類に興味をもったりする姿があった。きの

こに興味をもつ子どもたちの場を整えると『きのこ

博物館』と名付けて集う場ができた。 

 子どもたちの興味を受け止めてきのこ探しを計

画した。例年はトトロの森と呼んでいる探検フィー

ルドを『きのこの森』として、雨の降った翌日に探

検に出かけると想像以上に多様なきのこが見つか

り、持ち帰って種類に分けて匂ったり、派手な赤色

に怪しんだりしながら、さらに盛り上がった。 

（写真） 

 

（エピソード記述） 

 今年度、唯一雪が積もった日、朝から園庭では少

ない雪を必死で集めて、雪だるまを作ったりほっぺ

たにつけ合って冷たさを楽しんだりする姿が見ら

れた。ままごとハウスの屋根やテントの上に積もっ

た雪を教師が集めると、雪かぶりや雪合戦が始まっ

て駆け回って楽しんでいたが、園内の雪だけでは満

足できず、外に見える雪を見て「あっちはいっぱい

ある。いいな～」と、眺める姿があったので話し合

って、雪集めに行くことになった。子どもたちは園

内のバケツをかき集めて持てるだけ持ち張り切っ

て出発！手でかき集める時にはふわふわの雪がバ

ケツに集まると重たくなることを不思議に感じな

がら、みな必死に集め、持ち帰って雪合戦の続きを

したり重さを量ったりして楽しんだ。 

（写真） 

 



２ その他（自然体験活動の実施における今年度のプロセス）※記入必須 

 

 ・ 職員の資質向上について 

①自然保育推進アドバイザー派遣事業を利用し、『自然を楽しむ保育』と題して研修を実施 

   （6/6、6/10） 

  ②令和 7年度自然保育認証団体にかかる研修（安全管理研修）に参加（7月） 

 

 ・ 地域との関わりについて 

 ①地域の方から、今年は庭のサクランボの実りがよいとお誘いいただき、サクランボ狩りを実施 

  ②JAにサツマイモの苗をいただき、地域の方に植え方をご指導いただく。 

   育てたサツマイモを一緒に収穫し、後日焼き芋大会を楽しむ。 

 

 ・ 保護者との関わりについて 

  ①保護者よりお米の苗をいただき、ミニ田んぼを作って田植えと稲刈り、ホウキ作りなどを体験 

  ②生き物好きの園児の父から飼育しているゲンゴロウをお借りして、ゲンゴロウ研究 

   また、アカハライモリや海外のカブトムシ・クワガタムシなどを見せていただくなどして交流 

 

・ その他 

 

 

 

＊より詳しく活動をアピールしたい施設は、ホームページや SNSの URLをご記入ください。 

 

U R L 

 

 

 

 

 


